
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：リニア新幹線を考える相模原連絡会 2013.06.13 

ｽｽﾄﾄｯｯﾌﾌﾟ゚ﾘﾘﾆﾆｱｱﾆﾆｭｭｰーｽｽ NNoo..８８ 
リニアは夢の乗り物か？ 

リニアの一番大事な安全性はどうなっているの？ 
● 中立的な立場からのリスク評価が必要 ● 

じつは、在来の新幹線はこれまで、神戸の震災など間一髪で地震の被害を免れていただけで安

全ではなかったこと、JR のリニア新幹線開発５０年の歴史において、安全性は未確立のことが

多い点など、リニアの動く仕組み・特徴とそのリスクの関係を分かりやすく話されました。 

 

リニア新幹線は新技術ゆえの新しいリスクが伴い、構造物の軽微

な損傷でも致命傷になりかねず、また、活断層帯を直線上に突っ切

るので地震に対するリスクは高く、在来型新幹線と同じに考えるわ

けにはいかず、より高い耐震基準が必要になると指摘されました。  

また、在来型新幹線には無いゴムタイヤや地上コイル（樹脂を多

用）など可燃物があり、火災のリスクも高く、特にトンネルでの火

災事故のリスクは、全線の８０％が地下トンネルで地上もコンクリ 

― 学習会 ―  必要か！リニア新幹線 

お話しと意見交換 橋山禮治郎さん 
千葉商科大学院客員教授 

米アラバマ大学名誉教授 

日時:６月２３日（日）午後２時より（資料代として５００円頂きます） 

場所:（小田急線）相模大野駅北口 ボーノ相模大野サウスモール３Ｆ 
ユニコムプラザ セミナールーム１，２ 

主催：リニア新幹線を考える相模原連絡会 リニア新幹線沿線住民ネットワーク 

問い合わせ先：大島(042-744-4048)  山本(042-748-8268)  中屋(090-9827-2005)  

中野渡(042-712-7077)  杉藤(090-8102-5099)  伊藤(080-5953-0119) 

「リニアは在来型新幹線より地震に強い」というのは「神話」であり、

同程度の安全対策では不十分！ 

―ト製のフードで覆われており、延焼のおそれもあって「火災時にはトンネルを走り抜ける」と

いう説明は、無意味であると話されました。 

国土交通省による安全性評価は JR の開発状況の 

確認にとどまっており、第三者による中立的なリス 

ク評価になっていないと指摘、中立的な立場からの 

評価が必要であると強調されました。 

 

 

 

 

 

トンネル車両火災の例：JR石狩線特急事故（2011.5.27） 

それでも燃えたのは車両のみ。リニアはトンネルも燃える？ 

４月２７日、橋本のソレイユさがみにて「リニア新幹線とその安全性」について、阿部修治さ

ん（物理学者）を講師に学習会を開きました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

圏央道反対運動の歴史をふりかえりながら、なぜ２５年の長きにわ

たってたたかってこられたのか? 

圏央道が国定公園である高尾山を串刺しにするトンネルを掘るこ

とに反対し、「高尾山の自然をまもる市民の会」を結成。 

毎年７月末の日曜日に「高尾山にトンネルは掘らせない！」と集会

を持ち、天狗みこしを担いで八王子駅まで行進し、市民にアピール。

若者をよびこもうとロックコンサートもやってきました。 

あたりまえリニア 
 「

あ
た
り
ま
え
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え
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発行者： 浅賀きみ江 相模原市緑区東橋本２－６－２ （TEL:090-4378-9257） 
編集責任：中野渡 旬  相模原市緑区東橋本 3-19-8-309(TEL,FAX:042-712-7077 mail:MHA01005@nifty.com)  
 
 
 

★活動は市民の募金で維持しています★ 

ぜひご協力をお願いします。 

郵便振替口座：00240-7-71305 

口座名：リニア新幹線を考える相模原連絡会 

 

２０００年ごろから高齢化で買収に応じる地権者もではじめ、勝てるかどうかは分からない

が、開示されない国のデータが法廷なら得られるかもしれないという思いで、訴訟を起こしま

した。同年１０月に東京地裁・八王子支部に提出した「高尾山天狗裁判」の訴状のまえがきは

絵本になっていると紹介。 

リニアの問題をもっと広く、市民のなかへ！ 
～あきらめず、できることは何でもやってみることが大切～ 

あたりまえ あたりまえ あたりまえリニア 

長いトンネル 外の景色が 見えない 

あたりまえリニア 

トンネル抜けても フードをかぶせて 見えない 

あたりまえリニア 

名古屋に着くまで 全然景色が 見えない 

あたりまえリニア 

外からだって 走る列車が 見えない 

あたりまえリニア 

リニアに乗ろう 景色が見たい 

５００キロで走る リニアも見たい 

だけど見えない 全然見えない あたりまえリニア 

 

 

絵
本
の
あ
る
訴
状
と
し
て

天
声
人
語
が
紹
介 

 

５月２６日、橋本のソレイユさがみにて、「リニア新幹線と日本の公共事業」 環境を守り、

脱原発―持続可能な社会を！と題して、橋本良仁さん（「高尾山の自然をまもる市民の会」事務

局長・「公共事業改革市民会議」代表）が話をされました。 

 

橋本さんは、全国の海・川・干潟などの訴訟にも言及し公共事業の名のもとに多くの自然や

生活が壊されることを阻もうとたたかっている全国の仲間と一緒に、リニア新幹線もストップ

させていきましょう！と話され、あきらめずにメディアへの投稿や署名活動などもっとがんば

ってほしいとエールを送られました。 

１２年におよぶ裁判は敗訴で終わりましたが、勝つこと

だけが目的ではない。２０人の学者・研究者が法廷で圏央

道の問題点を指摘し、裁判官たちも現地にひっぱりだすこ

とができたこと、また、結論では国の主張を認めたものの、

事後に検証できない費用便益分析のずさんさも指摘しまし

た。それでも事業を否定しなかった最大の理由は「行政の

裁量権」です。 

 

６月７日に『NO！リニアデ―』行動 

「リニア新幹線沿線住民ネットワーク」は

国交省交渉で全国から集まった「リニア計

画凍結を求める」署名、11,660筆を提出。 

約 100 名の参加で開かれた院内集会では

国交省交渉の報告、国会議員の挨拶、3 氏

によるミニ講演があり、それぞれリニアの

問題点を指摘。そのあと意見交換、沿線各

地からの参加者によるリレートークが続き

ました。集会後、脱原発官邸前行動に合流。 
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